
火薬類保安経済産業大臣表彰選考基準

制定 ２０１２０９１９商第５７号

平 成 ２ ４ 年 ９ 月 １ ９ 日

改正 ２０１４０５２８商第３１号

平 成 ２ ６ 年 ６ 月 １ ３ 日

改正 ２０１６０６０９商第１２号

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 ２ ０ 日

火薬類保安経済産業大臣表彰（以下「経済産業大臣表彰」という。）の選考に当たっては、火薬類保安
経済産業大臣表彰実施要領（平成２４年９月１９日付け20120919商第57号）（以下「実施要領」とい
う。）に基づき、下記により審査し、推薦書（添付書類を含む。）を勘案の上、被表彰者を選考する。

記

１．基準の運用
産業保安監督部長（産業保安監督部の支部長及び那覇産業保安監督事務所長を含む。以下同じ。）は、

都道府県知事から推薦を受けた表彰候補者及び自ら推薦する表彰候補者について、公益社団法人全国火
薬類保安協会は、自ら推薦する表彰候補者について、実施要領で定めた表彰の種類ごとに３．で定める
審査項目別の配点により採点し、その結果を添えて、合計点が高いものから推薦順位を付すものとする。
また、４．で定める最低点数に満たないもの及び採点の結果が次の（１）及び（２）のいずれかに該

当するものは、推薦対象外とする。
（１）「保安功労者」及び「優良従事者」に関して、別表の審査項目の①、②（合計点とする。）のいず

れかが０点のもの、又は⑤に否の判定があるもの。
（２）「優良事業所」に関して、別表の審査項目の②（合計点とする。）が０点のもの、又は⑤に否の判

定があるもの。
なお、公序良俗に著しく反する事実がある場合は、推薦対象外とすることができる。

２．選考の基準となる時点
原則として経済産業大臣表彰が実施される年の４月１日時点を基準とすること。

３．審査の配点
表彰の種類ごとの審査項目別の配点は別表のとおりとする。

４．表彰の最低基準点等
（１）最低基準点

審査最低基準点は、７０点満点中５０点とする。
（２）同点位の取扱い

同一の表彰の種類において同点であるときは、個人にあっては年齢が高い者、事業所にあっては製
造（取扱）年数が多いものを推薦順位の高位とする。

附 則
１ この規程は、平成２４年９月１９日から施行する。
２ 火薬類保安経済産業大臣表彰選考基準（平成１８･０８･１７原第９号）は、廃止する。

附 則（２０１４０５２８商第３１号）
この規程は、平成２６年６月１３日から施行する。

附 則（ ）２０１６０６０９商第１２号
この規程は、平成２８年７月２０日から施行する。



（別表）

（１）－１ 保安功労者（実施要領３．（１）の区分（イ）に該当するもの）

審 査 項 目 配 点 基 準 配 点

① 経験年数 ４５年以上 ２０点

火薬類保安関係の職務に従事した年 ４０年以上４５年未満 １８点（
数に限る。） ３５年以上４０年未満 １６点

３０年以上３５年未満 １４点

２５年以上３０年未満 １２点

２０年以上２５年未満 １０点

１５年以上２０年未満 ８点

１０年以上１５年未満 ６点

１０年未満 ０点

② 保安に関する功績 別添１により、配点する。 ３０点

～０点

１）保安管理に係る実績 (１０点
～

０点)

２）保安教育に係る実績 (１０点
～

０点)

３）保安行政への協力に係る実績 (１０点
～

０点)

③ 表彰又は感謝状等（以下「表彰等」と 産業保安監督部長表彰等 １０点

いう。）の受賞歴（当該表彰と同じ種類 知事表彰等 ４点

に限る。） 公益社団法人全国火薬類保安協会会長表彰等 ４点

一般社団法人日本火薬銃砲商組合連合会会長表彰等火薬類 ２点

関係保安表彰

特になし ０点

④ 推薦機関 推薦実績 過去６年間に経済産業大臣表彰に推薦されたことがあ ５点の る。

特になし ０点

⑤ 火薬類取締法に係る事故及び法令違反 所属する事業所において過去１０年間に、火薬類取締法第４６条第

（本人に起因するものに限る。ただし、 １項第１号に規定する災害のうちＡ級若しくはＢ１級事故があった場

により命令、取消し、罰則等の処分若しくは役員等責任のある立場の場合は対象とす 合又は火薬類取締法違反

る。） 場合は否とする。それに類するものが２回以上あった

－１０点所属する事業所において過去１０年間に火薬類取締法第４

６条第１項第１号に規定する災害のうち、Ｃ１級事故があ

る。

－１０点所属する事業所において過去５年超～１０年以内に火薬類

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそれ取締法違反

がある。に類するもの

⑥ 他の模範となるもの 他の経済産業省の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ５点

他の経済産業局長表彰等を受けている。 ３点

他省庁の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ３点

他の都道府県知事表彰等を受けている。 ２点

他の公的機関の表彰等を受けている。 １点

特になし ０点

注１：③及び⑥については、同一の審査項目において最も高い点数を配点するものとし点数の加算は行わない。

注２：③において、原子力安全・保安院長表彰、経済産業局長表彰及び通商産業局長表彰については、産業保安監督部

長表彰と同等とする。



（１）－２ 保安功労者（実施要領３．（１）の区分（ロ）に該当するもの）

審 査 項 目 配 点 基 準 配 点

① 経験年数 ４５年以上 ２０点

火薬類保安関係の職務に従事した年 ４０年以上４５年未満 １８点（
数に限る。） ３５年以上４０年未満 １６点

３０年以上３５年未満 １４点

２５年以上３０年未満 １２点

２０年以上２５年未満 １０点

１５年以上２０年未満 ８点

１０年以上１５年未満 ６点

１０年未満 ０点

② 保安に関する功績 別添２により、配点する。 ３０点

～０点

１）火薬類の学識経験に関する実績 (１０点
～

０点)

２）火薬類の保安技術に関する実績 (１０点
～

０点)

３）保安行政への協力に係る実績 (１０点
～

０点)

③ 表彰又は感謝状等（以下「表彰等」と 産業保安監督部長表彰等 １０点

いう。）の受賞歴（当該表彰と同じ種類 知事表彰等 ４点

に限る。） 公益社団法人全国火薬類保安協会会長表彰等 ４点

一般社団法人日本火薬銃砲商組合連合会会長表彰等火薬類 ２点

関係保安表彰

特になし ０点

④ 推薦機関 推薦実績 過去６年間に経済産業大臣表彰に推薦されたことがあ ５点の る。

特になし ０点

⑤ 火薬類取締法に係る事故及び法令違反 所属する事業所において過去１０年間に、火薬類取締法第４６条第

（本人に起因するものに限る。ただし、役 １項第１号に規定する災害のうちＡ級若しくはＢ１級事故があった場

により命令、取消し、罰則等の処分若しくは員等責任のある立場の場合は対象とす 合又は火薬類取締法違反

る。） 場合は否とする。それに類するものが２回以上あった

－１０点所属する事業所において過去１０年間に火薬類取締法第４

６条第１項第１号に規定する災害のうち、Ｃ１級事故があ

る。

－１０点所属する事業所において過去５年超～１０年以内に火薬類

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそれ取締法違反

がある。に類するもの

⑥ 他の模範となるもの 他の経済産業省の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ５点

他の経済産業局長表彰等を受けている。 ３点

他省庁の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ３点

他の都道府県知事表彰等を受けている。 ２点

他の公的機関の表彰等を受けている。 １点

特になし ０点

注１：③及び⑥については、同一の審査項目において最も高い点数を配点するものとし点数の加算は行わない。

注２：③において、原子力安全・保安院長表彰、経済産業局長表彰及び通商産業局長表彰については、産業保安監督部

長表彰と同等とする。



（１）－３ 保安功労者（実施要領３．（１）の区分（ハ）に該当するもの）

審 査 項 目 配 点 基 準 配 点

① 経験年数 ４５年以上 ２０点

火薬類保安関係の職務に従事した年 ４０年以上４５年未満 １８点（
数に限る。） ３５年以上４０年未満 １６点

３０年以上３５年未満 １４点

２５年以上３０年未満 １２点

２０年以上２５年未満 １０点

１５年以上２０年未満 ８点

１０年以上１５年未満 ６点

１０年未満 ０点

② 保安に関する功績 別添３により、配点する。 ３０点

～０点

１）保安管理に係る実績 (１０点
～

０点)

２）災害防止に係る実績 (１０点
～

０点)

３）保安行政への協力に係る実績 (１０点
～

０点)

③ 表彰又は感謝状等（以下「表彰等」と 産業保安監督部長表彰等 １０点

いう。）の受賞歴（当該表彰と同じ種類 知事表彰等 ４点

に限る。） 公益社団法人全国火薬類保安協会会長表彰等 ４点

一般社団法人日本火薬銃砲商組合連合会会長表彰等火薬類 ２点

関係保安表彰

特になし ０点

④ 推薦機関 推薦実績 過去６年間に経済産業大臣表彰に推薦されたことがあ ５点の る。

特になし ０点

火薬類取締法に係る事故及び法令違反 所属する事業所において過去１０年間に、火薬類取締法第４６条第⑤

（本人に起因するものに限る。ただし、 １項第１号に規定する災害のうちＡ級若しくはＢ１級事故があった場

により命令、取消し、罰則等の処分若しくは役員等責任のある立場の場合は対象とす 合又は火薬類取締法違反

る。） 場合は否とする。それに類するものが２回以上あった

－１０点所属する事業所において過去１０年間に火薬類取締法第４

６条第１項第１号に規定する災害のうち、Ｃ１級事故があ

る。

－１０点所属する事業所において過去５年超～１０年以内に火薬類

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそれ取締法違反

がある。に類するもの

他の模範となるもの 他の経済産業省の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ５点⑥

他の経済産業局長表彰等を受けている。 ３点

他省庁の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ３点

他の都道府県知事表彰等を受けている。 ２点

他の公的機関の表彰等を受けている。 １点

特になし ０点

注１：③及び⑥については、同一の審査項目において最も高い点数を配点するものとし点数の加算は行わない。

注２：③において、原子力安全・保安院長表彰、経済産業局長表彰及び通商産業局長表彰については、産業保安監督部

長表彰と同等とする。



（２）優良従事者

審 査 項 目 配 点 基 準 配 点

① 従事年数 ４５年以上 ２０点

（火薬類保安関係の職務に従事した年 ４０年以上４５年未満 １８点

数に限る。 ３５年以上４０年未満 １６点製造事業所にあっては、実施要

３０年以上３５年未満 １４点領で定める計算式により換算した年数とす

） ２５年以上３０年未満 １２点る。

２０年以上２５年未満 １０点

１５年以上２０年未満 ８点

１５年未満 ０点

② 保安に関する功績 別添４により、配点する。 ３０点

～０点

１）保安管理に係る規程類の遵守に係る (１０点
実績 ～

０点)

２）保安に係る積極的熱意 (１０点
a)保安教育、訓練等 ～

０点)

(１０点
b)改善指導等 ～

０点)

③ 表彰又は感謝状等（以下「表彰等」と 産業保安監督部長表彰等 １０点

いう。）の受賞歴（当該表彰と同じ種類 知事表彰等 ４点

に限る。） 公益社団法人全国火薬類保安協会会長表彰等 ４点

一般社団法人日本火薬銃砲商組合連合会会長表彰等火薬類 ２点

関係保安表彰

特になし ０点

④ 推薦機関の推薦実績 過去６年間に経済産業大臣表彰に推薦されたことがあ ５点る。

特になし ０点

火薬類取締法に係る事故及び法令違反 所属する事業所において過去１０年間に、火薬類取締法第４６条第⑤

（本人に起因するものに限る。ただし、 １項第１号に規定する災害のうちＡ級若しくＢ１級事故があった場合

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそ役員等責任のある立場の場合は対象とす 又は火薬類取締法違反

る。） 場合は否とする。れに類するものが２回以上あった

－１０点所属する事業所において過去１０年間に火薬類取締法第４

６条第１項第１号に規定する災害のうち、Ｃ１級事故があ

る。

－１０点所属する事業所において過去５年超～１０年以内に火薬類

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそれ取締法違反

ある。に類するものが

他の模範となるもの 他の経済産業省の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ５点⑥

他の経済産業局長表彰等を受けている。 ３点

他省庁の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ３点

他の都道府県知事表彰等を受けている。 ２点

他の公的機関の表彰等を受けている。 １点

特になし ０点

注１：③及び⑥については、同一の審査項目において最も高い点数を配点するものとし点数の加算は行わない。

注２：③において、原子力安全・保安院長表彰、経済産業局長表彰及び通商産業局長表彰については、産業保安監督部

長表彰と同等とする。



（３）優良事業所

審 査 項 目 配 点 基 準 配 点

① 火薬類製造若しくは取扱いの年数 ４０年以上 １０点

３５年以上４０年未満 ９点

３０年以上３５年未満 ８点

２５年以上３０年未満 ７点

２０年以上２５年未満 ６点

１５年以上２０年未満 ５点

１０年以上１５年未満 ４点

１０年未満 ３点

② 保安に関する功績 別添５により、配点する。 ４０点

～０点

１）施設等に係る保安上の措置 (１０点
～

０点)

２）保安管理に係る実績 (１０点
～

０点)

３）保安教育の実施状況 (１０点
～

０点)

４）保安に係る積極的熱意 (１０点
～

０点)

③ 表彰又は感謝状等（以下「表彰等」と 産業保安監督部長表彰等 １０点

いう。）の受賞歴（当該表彰と同じ種類 知事表彰等 ４点

に限る。） 公益社団法人全国火薬類保安協会会長表彰等 ４点

一般社団法人日本火薬銃砲商組合連合会会長表彰等火薬類 ２点

関係保安表彰

特になし ０点

④ 推薦機関の推薦実績 過去６年間に経済産業大臣表彰に推薦されたことがあ ５点る。

特になし ０点

火薬類取締法に係る事故及び法令違反 事業所において過去１０年間に、火薬類取締法第４６条第１項第１⑤

号に規定する災害のうちＡ級若しくはＢ１級事故があった場合又は火

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそれに類す薬取締法違反

が２回以上あった場合は否とする。るもの

－１０点事業所において過去１０年間に火薬類取締法第４６条第１

項第１号に規定する災害のうち、Ｃ１級事故がある。

－１０点事業所において過去５年超～１０年以内に火薬類取締法違

により命令、取消し、罰則等の処分若しくはそれに類する反

がある。もの

他の模範となるもの 他の経済産業省の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ５点⑥

他の経済産業局長又は通商産業局長表彰等を受けている。 ３点

他省庁の大臣表彰又は長官表彰等を受けている。 ３点

他の都道府県知事表彰等を受けている。 ２点

他の公的機関の表彰等を受けている。 １点

特になし ０点

注１：③及び⑥については、同一の審査項目において最も高い点数を配点するものとし点数の加算は行わない。

注２：③において、原子力安全・保安院長表彰、経済産業局長表彰及び通商産業局長表彰については、産業保安監督部

長表彰と同等とする。


